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(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第３四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第３四半期 2,884 △3.6 △4 ― △2 ― 0 △91.5

2019年３月期第３四半期 2,993 0.3 36 △60.7 43 △54.3 11 △81.8

(注) 包括利益 2020年３月期第３四半期 32百万円(△10.5％) 2019年３月期第３四半期 36百万円(△75.5％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第３四半期 0.26 ―

2019年３月期第３四半期 3.05 ―
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第３四半期 3,982 2,189 34.4

2019年３月期 3,783 2,165 35.7

(参考) 自己資本 2020年３月期第３四半期 1,368百万円 2019年３月期 1,350百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 ― ― ― 2.00 2.00

2020年３月期 ― ― ―

2020年３月期(予想) ― ―

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2020年３月期の配当金につきましては、現時点では未定であります。
　

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,708 △3.8 13 △49.7 13 △59.7 16 ― 4.36

(注)1. 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期３Ｑ 3,673,320株 2019年３月期 3,673,320株

② 期末自己株式数 2020年３月期３Ｑ 6,925株 2019年３月期 6,870株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期３Ｑ 3,666,422株 2019年３月期３Ｑ 3,666,475株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ
い。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善が続き緩やかな回復基調にあるも

のの、米中間の貿易摩擦の長期化や消費税率引き上げ後の消費者マインドの動向、相次ぐ自然災害の影響など、景

気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような経済状況のもと当社グループは、中期経営計画に基づきマット事業の立て直しと食品事業の成長を基

本として取り組んでまいりました。当第３四半期連結累計期間の業績は、食品事業はレトルト関係を中心に改善し

てまいりましたが、マット事業は業績の不振が続きました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は2,884百万円（前年同四半期比3.6％減）、営業損失4百万円（前

年同四半期は36百万円の営業利益）、経常損失2百万円（前年同四半期は43百万円の経常利益）となりましたが、非

支配株主に帰属する四半期純損失21百万円を計上したことにより、親会社株主に帰属する四半期純利益は0百万円

（前年同四半期比91.5％減）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分の変更を行っており、当第３四半期連結累計期間の比

較・分析は変更後の区分に基づいております。変更の詳細は、添付資料の７ページ「四半期連結財務諸表に関する

注記事項 (セグメント情報等) セグメント情報」の「Ⅱ ２．報告セグメントの変更等に関する事項」をご参照くだ

さい。

（産業資材事業）

援助米用樹脂袋の受注減少はあったものの、ＭＡ米用フレコン袋及び黄麻製品の販売は回復しました。その結

果、売上高は552百万円と前年同四半期と比べ11百万円（2.0％）の減収、営業利益は20百万円と前年同四半期と

比べ0百万円（3.8％）の増益となりました。

（マット事業）

日本国内及び海外の販売は、軽自動車や小型車など廉価なタイプの比重がさらに増えて販売単価は悪化しまし

た。また、生産拠点であるタイ国の労働法改正による退職給付引当金の増額など人件費の高騰は利益を圧迫しま

した。その結果、売上高は1,391百万円と前年同四半期と比べ69百万円（4.8％）の減収、営業損失は56百万円

（前年同四半期は1百万円の営業損失）となりました。

（食品事業）

パスタは、競合他社の影響を受ける中、不採算取引の見直しをさらに進め減収となりましたが、販管費の削減

に努めるなど利益率の改善に努めました。レトルト関係の商品は、順調に推移し売上利益を伸ばしました。その

結果、売上高は937百万円と前年同四半期と比べ27百万円（2.9％）の減収、営業利益は28百万円と前年同四半期

と比べ12百万円（73.1％）の増益となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は3,982百万円、前連結会計年度末と比較して199百万円の増加とな

りました。主な要因は、現金及び預金の増加140百万円と受取手形及び売掛金の増加89百万円であります。

当第３四半期連結会計期間末における負債は1,793百万円、前連結会計年度末と比較して175百万円の増加となり

ました。主な要因は、賞与引当金の増加55百万円と社債(1年内償還予定の社債を含む)の増加60百万円であります。

当第３四半期連結会計期間末における純資産は2,189百万円、前連結会計年度末と比較して23百万円の増加となり

ました。主な要因は、為替換算調整勘定の増加等によるものであり、この結果、自己資本比率は34.4％となりまし

た。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績につきましては、2019年11月８日の業績予想に変更はございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 601,149 741,906

受取手形及び売掛金 629,182 718,727

商品及び製品 219,224 193,787

仕掛品 147,533 181,662

原材料及び貯蔵品 316,514 265,730

その他 32,107 22,191

貸倒引当金 △511 △176

流動資産合計 1,945,200 2,123,829

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 251,759 240,800

土地 791,941 803,450

その他（純額） 105,785 96,060

有形固定資産合計 1,149,486 1,140,312

無形固定資産 12,587 24,224

投資その他の資産

投資有価証券 604,724 625,207

繰延税金資産 44,955 42,672

その他 99,728 99,470

貸倒引当金 △73,488 △73,488

投資その他の資産合計 675,919 693,861

固定資産合計 1,837,993 1,858,398

資産合計 3,783,194 3,982,227

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 391,403 414,600

短期借入金 30,000 30,000

1年内償還予定の社債 160,000 50,000

1年内返済予定の長期借入金 133,504 141,936

未払法人税等 4,499 1,196

賞与引当金 14,800 69,898

その他 119,775 128,231

流動負債合計 853,983 835,863

固定負債

社債 190,000 360,000

長期借入金 341,920 325,900

繰延税金負債 49,557 53,798

退職給付に係る負債 155,067 187,836

長期預り保証金 2,500 1,500

その他 24,623 28,312

固定負債合計 763,667 957,346

負債合計 1,617,651 1,793,210
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 564,343 564,343

利益剰余金 648,226 641,841

自己株式 △5,324 △5,342

株主資本合計 1,307,245 1,300,841

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △35,047 △37,391

為替換算調整勘定 78,273 105,383

その他の包括利益累計額合計 43,226 67,991

非支配株主持分 815,071 820,183

純資産合計 2,165,543 2,189,016

負債純資産合計 3,783,194 3,982,227
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

売上高 2,993,034 2,884,110

売上原価 2,413,943 2,356,945

売上総利益 579,091 527,164

販売費及び一般管理費 542,425 531,972

営業利益又は営業損失（△） 36,665 △4,807

営業外収益

受取利息 485 1,058

受取配当金 6,487 8,990

為替差益 11,416 4,557

その他 1,273 2,558

営業外収益合計 19,663 17,165

営業外費用

支払利息 7,041 5,886

社債発行費 879 4,808

支払保証料 2,920 2,557

その他 2,318 1,958

営業外費用合計 13,161 15,210

経常利益又は経常損失（△） 43,167 △2,853

特別利益

固定資産売却益 3,022 -

特別利益合計 3,022 -

特別損失

投資有価証券評価損 5,508 1,060

賃貸借契約解約損 8,586 -

特別損失合計 14,095 1,060

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

32,095 △3,913

法人税、住民税及び事業税 12,943 8,626

法人税等調整額 △355 7,963

法人税等合計 12,588 16,590

四半期純利益又は四半期純損失（△） 19,506 △20,504

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

8,341 △21,451

親会社株主に帰属する四半期純利益 11,165 947
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 19,506 △20,504

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6,611 △2,344

為替換算調整勘定 23,534 55,438

その他の包括利益合計 16,922 53,094

四半期包括利益 36,429 32,590

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 16,061 25,712

非支配株主に係る四半期包括利益 20,367 6,877
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント その他
(注)１

合計
産業資材事業 マット事業 食品事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 564,138 1,461,393 964,896 2,990,428 2,605 2,993,034

　セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 564,138 1,461,393 964,896 2,990,428 2,605 2,993,034

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

19,737 △1,328 16,693 35,102 1,563 36,665

(注)１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業を含んでおります。

２.セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失(△)であります。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント その他
(注)１

合計
産業資材事業 マット事業 食品事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 552,757 1,391,521 937,379 2,881,658 2,451 2,884,110

　セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 552,757 1,391,521 937,379 2,881,658 2,451 2,884,110

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

20,482 △56,113 28,892 △6,739 1,931 △4,807

(注)１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業を含んでおります。

２.セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失(△)であります。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、報告セグメントとして表示していた「不動産開発事業」については、量的な重要性

が乏しくなったため、「その他」に含めて記載する方法に変更しております。なお、前第３四半期連結累計期間のセ

グメント情報については変更後の区分により作成したものを記載しております。
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（重要な後発事象）

（合弁会社への出資金払い込み）

当社の連結子会社であるSahakit Wisarn Co., LTD.は、2018年10月29日付でPCP Technologies Private Limited.

との間で合弁契約を締結し2019年５月21日付設立登記しておりましたが、2019年10月22日付で、以下のとおり、出

資の払い込みが完了いたしました。

１．合弁会社設立の目的

当社の連結子会社であるSahakit Wisarn Co., LTD.は、タイ国において自動車のフロアーマットを製造し、こ

れを日本や中東等に販売しておりますが、昨今のインド市場における需要の高まりを受け、当社グループの海外

戦略として、インド国内の自動車メーカーに販路を持つPCP Technologies Private Limited.と合弁会社を設立

し、インド市場での事業基盤とするものであります。

２．設立する合弁会社の概要

（１）名 称 PCP Sahakit India Limited Liability Partnership.

（２）所 在 地 Gurgaon,Haryana,India.

（３）代 表 者 Mr.Muneatsu Takada,Mr.Rajesh Poddar

（４）事 業 内 容 自動車用フロアーマットの製造販売

（５）資 本 金 INR10,000,000

（６）決 算 期 ３月末日

（７）設 立 2019年５月21日

（８）出資払込完了日 2019年10月22日

（９）株 主 構 成 Sahakit Wisarn Co., LTD. 50％

PCP Technologies Private Limited. 50％
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